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葉
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ベ
ッ
ト
の
成
り
立
ち　
87

口
承
文
化
と
ギ
リ
シ
ャ
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
誕
生

フ
ェ
ニ
キ
ア
語
の
娘
か
妹
か
？

　
　
　
　
　
　
　

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
読
む
脳
は
、
優
れ
て
い
る
の
か
？　
95

第
一
の
主
張
|
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
効
率
性
で
あ
ら
ゆ
る
書
記
体
系
を
凌
い
で
い
る

第
二
の
主
張
|
斬
新
な
思
考
を
生
み
出
す
こ
と
に
か
け
て
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
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葉
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葉
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憶
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反
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れ
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す
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踏
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